
岩槻街道

上手館跡

寿命院

氷川神社
（宮内）

旧中山道

あずま通り

岩
槻
街
道

【
特
集
】
北
本
の
歴
史
を
探
る 

⑧

左上から右下に向かって斜めに走っている道が岩槻街道。
写真左側には旧中山道とあずま通りも見える。昭和23年に
ＧＨＱが撮影した空中写真（国土地理院所蔵）。

特集面

９９月
2019 №979

きっと、もっと、きたもとが好きになる 旬な話題をお届け！

979_p32.indd   1 2019/08/19   18:26:16



天神山城 鉢形城

勝沼城

河越城

深谷城

忍城
太田庄

崎西郡比企郡

入西郡

秩父郡

多西郡

多東郡

入間郡

豊島郡
新倉郡

（毛呂） （河越庄）

葛西庄

下河辺庄

高麗郡（高麗）

【鉢形領】

【滝山領】

【河越地域】

【江戸地域】

【松山領】
吉見郡

足立郡

松山城

石戸城 岩槻街道

岩付城【岩付領】

② 2019年9月₁日発行

特集 ● 岩槻街道

　
市
域
を
治
め
て
い
た
岩
付
太
田
氏
は
、

江
戸
城
を
築
い
た
こ
と
で
有
名
な
太
田
道ど
う

灌か
ん
の
子
孫
、
資す
け
頼よ
り
が
岩
付
城
主
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
と
き
の
周
辺
の
村
々
で
は
、
俗
に

「
鴻
巣
七
騎
」と
呼
ば
れ
る
在
地
武
士
が
活

躍
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
在
地
武
士
た
ち
は
、
岩
付
太
田
氏
の

配
下
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
北
本
周
辺
に

所
領
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
い
う

鴻
巣
と
は
、
北
本
市
の
東
側
一
帯
と
桶
川

市
の
東
部
、
そ
し
て
鴻
巣
市
の
南
東
部
を

含
む「
鴻
巣
郷
」と
呼
ば
れ
た
範
囲
を
指
し

ま
す
。

　
在
地
武
士
た
ち
の
姓
と
住
ん
で
い
た
場

所
は
諸
説
あ
り
、
人
数
も
７
人
に
限
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
次
の
人
々
の
名
前
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

①
大お
お
島し
ま
大お
お
炊い
の
助す
け
・
大だ
い

膳ぜ
ん
の
亮す
け（
宮
内
）

②
深ふ
か
井い

対つ
し
馬ま
の
守か
み
景か
げ
吉よ
し（
深
井
）

③
小こ

池い
け
長な
が
門と
の
守か
み（
鴻
巣
市
鴻
巣
）

④
加か

藤と
う

修し
ゅ

理り
の

亮す
け（

中
丸
）

⑤
矢や

部べ

某な
に
が
し（
鴻
巣
市
下
谷
）

⑥
立た
ち
川か
わ
石い
わ
見み
の
守か
み（
鴻
巣
市
上
谷
）

⑦
河こ
う
野の

和い
ず
泉み
の
守か
み（
鴻
巣
市
常
光
）

⑧
本も
と
木き

某な
に
が
し（
桶
川
市
加
納
）

　
鴻
巣
七
騎
の
う
ち
、
北
本
に
関
係
す
る

在
地
武
士
は
少
な
く
と
も
３
人
い
ま
す
。

宮
内
・
古
市
場
周
辺
は
大
島
氏
が
、
深
井

周
辺
は
深
井
氏
が
、
中
丸
周
辺
は
加
藤
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
治
め
て
い
ま
し
た
。

　
彼
ら
は
、
岩
付
太
田
氏
や
小
田
原
北
条

氏
に
仕
え
た
武
士
で
あ
る
一
方
、
地
域
に

お
い
て
開
発
を
推
し
進
め
る
開
発
領
主
で

し
た
。

　
岩
槻
街
道
沿
い
に
は
、
彼
ら
が
残
し
た

足
跡
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

戦
国
時
代
の
北
本

在
地
武
士
が
活
躍
し
た
時
代 

～
鴻こ
う
巣の
す
七し
ち
騎き

～

　この古文書は、太
おお

田
た

資
すけ

正
まさ

が大
おお

島
しま

大
おお

炊
いの

助
すけ

に対し、深井氏と相
談して「当郷」の開発を行うように命じたものです。ここでい
う「当郷」とは市内の宮内周辺のことと考えられ、市域が太田
氏の支配を受けていたことがわかります。

当
郷
打
明
之
事

其
方
深
井
致
談
合

可
為
開
候 

郷
中
百
姓
等

無
菟
角
可
為
入

籠
成

永
禄
弐
年
　
己
未

　
三
月
二
十
四
日

　
　
　
大
島
大
炊
助
殿

（
読
み
下
し
）

当と
う

郷ご
う

打う
ち

明あ

け
の
事
、

そ
の
方ほ
う

深ふ
か

井い

と
談だ
ん

合ご
う

致い
た

し

開
か
せ
べ
く
候
そ
う
ろ
う、
郷
中
の
百
姓
等
、

菟と

角か
く

な
く
入
り

籠こ

ま
せ
べ
き
な
り

大島家に伝わる貝杓子（江戸時代前期・市指定文化財）

コラム
column

【
コ
ラ
ム
①
】
太お
お
田た

資す
け
正ま
さ
判は
ん
物も
つ

　「
岩
槻
街
道
」と
は
、
岩
付
城（
現
さ

い
た
ま
市
岩
槻
区
）を
基
点
と
し
て
放

射
状
に
伸
び
る
道
路
の
こ
と
で
、
そ
の

う
ち
の
一
本
が
市
内
の
東
側
を
走
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
街
道
は
、
今
か
ら
約

５
０
０
年
前
の
戦
国
時
代
、
こ
の
岩
付

城
を
治
め
て
い
た
岩
付
太
田
氏
と
、
そ

の
領
内
各
地
の
在
地
武
士
と
を
繋
ぐ
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ル
ー
ト
は
、
現
在
の
岩
槻
か
ら
蓮

田
・
伊
奈
・
桶
川
を
通
っ
て
、
市
内
の

朝
日
か
ら
深
井
に
抜
け
て
鴻
巣
市
人
形

に
至
り
ま
す
。

　
こ
の
街
道
沿
い
に
は
、
在
地
武
士
た

ち
の
館
跡
や
古
い
寺
院
な
ど
、
多
く
の

歴
史
遺
産
が
点
在
し
て
お
り
、
重
要
な

道
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
古
道
に
沿
っ
て
北
本

市
東
部
の
歴
史
を
み
て
い
き
ま
す
。
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新倉郡

（毛呂） （河越庄）

葛西庄

下河辺庄

高麗郡（高麗）

【鉢形領】

【滝山領】

【河越地域】

【江戸地域】

【松山領】
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足立郡

松山城
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①広報きたもとNo.979

北
本
の
歴
史
を
探
る 

⑧

戦
国
時
代
の
北
本

岩
槻
街
道

鉄
てつ
製
せい
象
ぞう
嵌
がん
舌
した
長
なが
鐙
あぶみ
（戦国時代・市指定文化財）

　鐙
あぶみ

とは、馬の背中にのせる鞍
くら

の両脇に下げ
て、足を踏みかけるためのもの。足を乗せる部分
である「舌

した

」が長いので「舌
した

長
なが

鐙
あぶみ

」と呼ばれる。当
時の武士が馬に乗って街道を駆ける姿を彷

ほう

彿
ふつ

と
させる貴重な文化財。

『後北条氏と河越城』川越市立博物館2010より転載・加筆修正

　「
岩
槻
街
道
」と
は
、
岩
付
城（
現
さ

い
た
ま
市
岩
槻
区
）を
基
点
と
し
て
放

射
状
に
伸
び
る
道
路
の
こ
と
で
、
そ
の

う
ち
の
一
本
が
市
内
の
東
側
を
走
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
街
道
は
、
今
か
ら
約

５
０
０
年
前
の
戦
国
時
代
、
こ
の
岩
付

城
を
治
め
て
い
た
岩
付
太
田
氏
と
、
そ

の
領
内
各
地
の
在
地
武
士
と
を
繋
ぐ
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ル
ー
ト
は
、
現
在
の
岩
槻
か
ら
蓮

田
・
伊
奈
・
桶
川
を
通
っ
て
、
市
内
の

朝
日
か
ら
深
井
に
抜
け
て
鴻
巣
市
人
形

に
至
り
ま
す
。

　
こ
の
街
道
沿
い
に
は
、
在
地
武
士
た

ち
の
館
跡
や
古
い
寺
院
な
ど
、
多
く
の

歴
史
遺
産
が
点
在
し
て
お
り
、
重
要
な

道
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
古
道
に
沿
っ
て
北
本

市
東
部
の
歴
史
を
み
て
い
き
ま
す
。
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荒

　
川
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県
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い
た
ま・鴻
巣
線

荒井橋

荒

　
川
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総合福祉センター

赤
堀
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下石
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・菖
蒲線

県道
下石
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・菖
蒲線
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北本中北本中
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北里メディカル
センター病院

④ 2019年9月₁日発行

特集 ●岩槻街道

④
氷
川
神
社（
宮
内
）

　
創
建
年
代
は
不
明
で
す
が
、
大
宮
の
氷

川
神
社
か
ら
勧
請
を
受
け
て
建
立
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
の

文
政
１０（
１
８
２
７
）年
に
は
、
そ
の
由
緒

の
古
さ
が
認
め
ら
れ「
武む
さ
し
さ
ん
の
み
や

蔵
三
宮
」と
称
さ

れ
ま
し
た
。

　
神
社
に
向
か
っ
て
左
側
に
あ
る
覆お
お
い
や屋
の

中
に
は
、市
内
最
古
の
建
造
物
で
あ
る「
宮

内
氷
川
神
社
旧
社
殿
」（
市
指
定
文
化
財
）

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
流
れ
見み

世せ

棚だ
な
造づ
く

り
」と
呼
ば
れ
る
建
築
様
式
で
、
江
戸
時

代
初
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤
薬
師
堂（
深
井
）

　
寿
命
院
と
地
元
で
管
理
さ
れ
て
い
る
お

堂
で
、
創
建
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
室
町
時
代
中
頃
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。
本
尊
の
木も
く
造ぞ
う
薬や
く
師し

如に
ょ
ら
い来
三さ
ん

尊ぞ
ん
像ぞ
う（
市
指
定
文
化
財
）は
、
室
町
時
代
後

期
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
目
の
流は
や
り
や
ま
い

行
病
に
か
か
る
と

「
め
」と
書
い
た
絵
馬
を
奉
納
し
、
平へ
い
癒ゆ

を

祈
願
す
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
で
も「
向
か
い
め
」の
額
が
奉
納
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
参
道
を
入
っ
て
す
ぐ
左
側
に
あ

る
お
地
蔵
様
は「
い
ぼ
地
蔵
」と
い
い
、
祈

願
を
し
て「
い
ぼ
」が
と
れ
る
と
、
お
礼
に

団
子
と
酒
を
お
供
え
し
た
と
い
い
ま
す
。

⑥
宮
内
の
稲
荷
石
塔（
宮
内
）

　
宮
内
の
稲
荷
石
塔（
市
指
定
文
化

財
）は
、
天
和
３（
１
６
８
３
）年
に

造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
レ
リ
ー
フ
で

表
現
さ
れ
た
キ
ツ
ネ
は
片
足
を
軽
く

あ
げ
、
紐ひ
も
の
つ
い
た
鍵
を
く
わ
え
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
前
半
の
当
地
域

の
稲
荷
信
仰
を
伝
え
る
大
切
な
歴
史

遺
産
で
す
。

　『新
しん

編
ぺん

武
む

蔵
さし

風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

』の深井村の項には、「小
こ

名
な

　堀之内　東の方を云
いう

、
古
いにし

へ深
ふか

井
い

対
つ

馬
しま

守
のかみ

が居住せし所なり、一
ひとつ

に対
つ

馬
しま

屋
や

敷
しき

という」と記されています。
この「堀之内」および「対馬屋敷」については、寿命院周辺のことを指すと推
測されていましたが、その正確な場所はわかっていません。
　このような中、平成30年12月から寿命院の北側で行った発掘調査では、
幅４メートル×深さ２メートルの堀跡が国道１７号と並行するようにのびているこ
とがわかりました。これが「堀之内」の由来となる堀跡とすれば、寿命院の山
門から堀跡の北端までの距離は２６０メートル以上となり、お寺を囲むように大
きな区画があったことになります。ここが「対馬屋敷」であった可能性を考えた
くなる発見でした。

【コラム②】 対
つ し ま

馬屋
や

敷
しき

はどこに？ 幻の「堀之内」を求めて

街
道
を
彩
る
文
化
財～

指
定
文
化
財
み
て
歩
き
～

寿命院朱印状（市指定文化財）

コラム
column

木造薬師如来三尊像（市指定文化財）

宮内氷川神社旧社殿（市指定文化財）

宮内の稲荷石塔（市指定文化財）

発掘調査で
見つかった
堀跡（北から）

上手館跡に残された土塁（発見当時）

寿命院の山門

979_P27-31特集b.indd   28 2019/08/19   18:25:46

北
本
駅

体育センター体育センター

宮内中宮内中

北本高校北本高校

中丸小中丸小

北本市役所北本市役所

東中東中

中丸東小中丸東小

南部学習センター
（南部公民館）
南部学習センター
（南部公民館）

本町西高尾学習センター
（コミュニティセンター）

母子健康センター

公団地域学習センター
（学習センター）

県道蓮田・鴻巣線（岩槻街道）

J
R
高
崎
線

国
道
17号

国
道
17号

荒井橋
県道東松山・桶川線

荒

　
川

西部学習センター
（西部公民館）

県
道
さ
い
た
ま・鴻
巣
線

荒井橋

荒

　
川

教育センター教育センター

東小東小

総合福祉センター

赤
堀
川

県道
下石
戸上
・菖
蒲線

県道
下石
戸上
・菖
蒲線

県道
下石
戸上
・菖
蒲線

県道
下石
戸上
・菖
蒲線

赤
堀
川

旧
中
山
道

旧
中
山
道

あずま通り

あずま通り

北本総合公園

北本自然観察公園

文化センター
中央公民館
中央図書館

文化センター
中央公民館
中央図書館

北本中北本中

西小西小

栄小

石戸小

西中

北本消防署北本消防署

北本共済病院北本共済病院

北里メディカル
センター病院

③広報きたもとNo.979

①
上う
わ
で
や
か
た
あ
と

手
館
跡

　（
古
市
場
・
宮
内
）

　
こ
の
館
跡
は
、
江
戸
時
代
後
期

に
書
か
れ
た『
武む

蔵さ
し

志し

』に「
古
市

場
古こ

塁る
い

　
古
市
場
村
ニ
在あ
り

」と
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
長
ら
く
詳

細
は
不
明
で
し
た
。

　
昭
和
６３
年
頃
、
地
元
の
郷
土
史

家
と
市
史
編
さ
ん
室
に
よ
り
、
古

市
場
１
丁
目
に
土
塁
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
こ
が
在
地
武

士
の
館
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
、
大
島
氏
の
居
館
で
あ
っ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
大
久
保
館
跡（
中
丸
）

　
大
久
保
館
跡
は
、
加
藤
氏
の
館
跡
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
地
に
は
今
も
水
堀

の
跡
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
堀
を
掘
っ
た

土
を
岩
付
城
の
築
城
の
た
め
に
運
ん
で

い
っ
た
と
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
丸
８
丁
目
の
安
養
院
の
北
側

と
西
側
に
は
、
か
つ
て
数
十
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
っ
て
堀
跡
と
思
わ
れ
る
窪
み
が
残
っ

て
お
り
、
こ
こ
に
も
加
藤
氏
に
関
係
す
る

館
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
宮
内
の
稲
荷
石
塔（
宮
内
）

　
宮
内
の
稲
荷
石
塔（
市
指
定
文
化

財
）は
、
天
和
３（
１
６
８
３
）年
に

造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
レ
リ
ー
フ
で

表
現
さ
れ
た
キ
ツ
ネ
は
片
足
を
軽
く

あ
げ
、
紐ひ
も
の
つ
い
た
鍵
を
く
わ
え
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
前
半
の
当
地
域

の
稲
荷
信
仰
を
伝
え
る
大
切
な
歴
史

遺
産
で
す
。

街
道
を
彩
る
文
化
財

在
地
武
士
た
ち
の
足
跡
を
辿
る

～
土
地
に
残
さ
れ
た
彼
ら
の
記
憶
～

②
寿
命
院（
深
井
）

　
寿
命
院
は
、
文
明
年
間（
１
４
６
９

～
１
４
８
７
）に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
寺
院
で
す
。
戦
国
時
代
に
周
辺

を
治
め
て
い
た
深
井
氏
が
中
興
し
た
と

さ
れ
、
境
内
に
は
深ふ
か
井い

景か
げ
孝た
か
を
は
じ
め

と
し
た
代
々
の
領
主
の
墓
が
立
ち
並
ん

で
い
ま
す
。

　
天
正
１９（
１
５
９
１
）年
に
徳
川
家
康

か
ら
寺
領
十
石
が
寄
進
さ
れ
、
そ
れ
以

降
、
歴
代
の
将
軍
か
ら
寺じ
り
ょ
う領
を
保
証
す

る
朱
印
状
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

境
内
に
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
建
長
３

（
１
２
５
１
）年
と
建
治
２（
１
２
７
６
）

年
に
建
て
ら
れ
た
板い
た
碑び

が
あ
り
、
共
に

市
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寿命院朱印状（市指定文化財）

宮内の稲荷石塔（市指定文化財）

小池長門守・加藤修理亮の墓（安養院）

上手館跡に残された土塁（発見当時）

寿命院の山門

薬師堂

寿命院

宮内の稲荷石塔

猿田彦太神

庚申塔兼道標 氷川神社（宮内）

❺

❷

❻ ❼

❹

❶

❽
❸

上手館跡

大久保館跡

979_P27-31特集b.indd   29 2019/08/19   18:25:49



鴻巣市 桶川市

きたもと

アコロハフェスタ＃１
時 ９月15日（日）11:30開場、12:00開演
場 勤労福祉センター　 費 無料
内 アコースティックライヴ＋ハワイアン

ライヴ＋手作りアロハシャツ展示
ゲスト：THE DAX　

問 アコースティックライブ(奥田 070-4471-8113）
……………………………………………

北本中央緑地の自然観察会
季節の移り変わりを観察しよう。

時 ９月28日（土）10:00～12:00
場 高崎線第一下原踏切の西側　
問 北本雑木林の会（白川 080-5697-6241）
……………………………………………

猫の不妊手術を行います
時 10月２日（水）9:00
場 費 お問い合わせください。
問 チームMK（矢野 080-3591-3745、

ほずみ 070-1460-2211）
……………………………………………

鹿児島県人会バーベキュー大会
時 10月６日（日）11:00～14:00　 費 1,000円
場 サンアメニティ北本キャンプフィールド
　（野外活動センター）
問 北本・桶川鹿児島県人会「彩の国お

はら会」(久保 090-8502－9687）
……………………………………………

市民ハイキング 榛名山・伊香保温泉
時 10月22日（火・休）6:00市役所集合
場 群馬県　 費 9,500円（バス代、入浴料含む）
他 旅行企画・実施：蒲桜観光
問 NPO法人さいたま山に親しむ会
　(上野 080-5061-6201）
……………………………………………

かたりあいカフェ
時 ９月28日（土）18:30～20:30
場 文化センター　 費 無料
内 精神障がい、大人の発達障がいに

悩む仲間（ピア）との空間、時間、
気持ちの共有（ピアサポート）

問 かたりあいカフェ運営グループ
　（荒井 070-2159-0748）
……………………………………………

小学生の子を持つ保護者向け
「親子を結ぶ読み聞かせ講座」
時 10月30日（水）
場 生活クラブ 北本生活館　 費 500円
問 ゆいまーむ（橋本 090-8727-1396）
……………………………………………

募 集

「フレッツⅢ（スリー）」
一緒にギター弾き語りしませんか

時 月３回木曜日18:30～21:30
場 東部公民館　
費 会費月額3,000円（テキスト代別）
問 フレッツⅢ（谷口 090-1122-9127）
……………………………………………

ジュニアオープンステー
ジinきたもとの参加団体

時 令和２年２月９日（日）
場 文化センター
内 ダンス・バレエ・新体操など
費 舞台参加費3,000円
　展示参加費１パネル200円
申 ９月23日（月・祝）締切
問 北本市青少年育成市民会議
　（樋

とよ

田
だ

☎・FAX543-5355）
……………………………………………

 

第15回光彩写真展
時 ９月５日（木）～８日(日)9:00～17:00
場 文化センター　 費 無料
問 光彩写真クラブ（島貫☎592-0702）
……………………………………………

ピンクリボンの会
きたもと茶話会

時 ９月14日（土）13:30～15:30
場 文化センター　 費 無料
内 北里大学メディカルセンター乳が

ん看護認定看護師堀川さんをお招
きします。

問 ピンクリボンの会（角田 070-4322-2443）
……………………………………………

大人のための韓国語・
英会話入門講座

時 ９月26日（木）から毎週木曜日
　韓国語19:30～20:30
　英会話18:00～19:30
場 文化センター　 定 各15人
費 全８回6,000円（会場、資料代）
　テキスト代韓国語2,000円・英会話1,000円
問 国際文化交流協会（前田 090-6489-2803）
……………………………………………

埼玉県行政書士会鴻巣支部
行政書士相続等無料相談会

時 ①10月５日（土）10:00～16:00
　 ②10月６日（日）10:00～16:00
場 ①鴻巣市市民活動センター
　 ②北本市文化センター
内 相続・遺言・贈与、法人設立ほか
問 埼玉県行政書士会鴻巣支部(大竹☎577-5183）
……………………………………………

開 催

きたもと

　川田谷公民館で活動しているサークル活動の成果をご覧ください。
場川田谷公民館（桶川市川田谷4405－4）
と　き 内　容

10月５日（土）
10:00～16:00

【発表】�フォークダンス、社交ダンス、空手、
　　　�ハーモニカ、オカリナ、コーラス、ハワイ
　　　�アンバンド
【販売】田舎まんじゅう　【実演】七宝焼

10月６日（日）
10:00～15:00【発表】筝曲、吹奏楽、ジャズオーケストラ

両日共通
【販売】バザー
【作品展示】�木工作品、手編み、折り鶴、七宝焼、

陶芸、フラワーアレンジメント
問 �川田谷公民館（☎048－786－4030）

時 �９月29日（日）10:00～17:00
場 �鴻巣市立総合体育館　費 �入場無料
内 �鴻巣市観光大使でプロレスラーの
丸藤正道さんが所属するプロレスリ
ング・ノアと鴻巣市がタッグを組み、
プロレス５試合（観戦無料）、プロレスラーとの
ふれあいイベント、肉グルメなどのイベントを
開催。詳細は市ホームページまたは筋肉の宴ツ
イッター・フェイスブックで随時発表します。

問 �筋肉の宴実行委員会事務局
　（鴻巣市総合政策課内・☎541-1321）

第28回川田谷公民館サークル発表会
～であい・ふれあい・まなびあい～

プロレスリング・ノアがこうのすにやってくる
「筋肉の宴」

注
目
情
報

お
知
ら
せ

募
　集

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

保
健
・
子
育
て

安
心
・
安
全

ま
ち
の
話
題

掲
示
板

26 2019年９月１日発行
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⑤広報きたもとNo.979

特集 ●岩槻街道

⑦
庚こ
う
申し
ん
塔と
う
兼け
ん
道ど
う
ひ
ょ
う
標（
宮
内
）

　
こ
の
庚
申
塔
は
、
元
禄
１０（
１
６
９
７
）

年
に
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
川
越
や
騎
西
、
岩
槻
に
向
か
う

た
め
の
道
標
を
兼
ね
て
い
ま
す（
市
指
定

文
化
財
）。
本
尊
は
青し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

面
金
剛
と
い
う
鬼

神
で
す
。

　
中
国
の
道
教
の
考
え
で
は
、
体
の
中
に

は「
三さ
ん
尸し

の
虫
」が
住
ん
で
い
て
、
６０
日
に

一
度
の
庚こ
う
申し
ん
の
日
、
寝
て
い
る
人
の
体
内

か
ら
抜
け
出
し
、
天
帝
に
そ
の
人
の
悪
事

を
告
げ
口
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
告

げ
口
を
さ
れ
た
人
は
そ
の
罪
に
応
じ
て
寿

命
を
減
ら
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、「
三
尸
の

虫
」が
抜
け
出
な
い
よ
う
、
そ
の
夜
は
集

ま
っ
て
念
仏
な
ど
を
唱
え
な
が
ら
寝
ず
に

過
ご
し
ま
し
た
。こ
れ
を
庚こ
う
申し
ん
待ま
ち
と
い
い
、

３
年
の
間
に
１８
回
続
け
た
記
念
碑
と
し
て

建
て
ら
れ
た
の
が
庚
申
塔
で
す
。

⑧
猿さ
る
田た

彦ひ
こ
太だ
い
神じ
ん（
中
丸
）

　
猿
田
彦
は
神
道
の
神
様
で
す
が
、
庚
申

塔
の「
申
」の
文
字
が「
さ
る
」で
あ
る
こ
と

か
ら
、
庚
申
様
と
同
じ
神
様
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
猿
田
彦
太
神（
市
指
定
文
化
財
）

は
、
文
化
９（
１
８
１
２
）年
に
２２
人
の
講

員
が
共
同
で
建
立
し
た
も
の
で
、
石
塔
の

正
面
に
は「
猿
田
彦
太
神
」と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
左
側
に
は
片
膝
を
立
て
て
座

る
猿
田
彦
太
神
を
表
現
し
て
い
る
像
が
あ

り
、
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。

　かつての花ノ木村（現・朝日３・４丁目）には、キリシタン
を規制するために出された高札が残されていました。この高
札は、天和２（１６８２）年、村の高札場に掲げられたもので、
キリスト教の信者が隠れていることを密告した者に、「バテレ
ン」や「イルマン」と呼ばれる信者の身分に応じて報酬を支払

い、逆にかくまった場合には、名主および五人組の連帯責
任で罰するという内容です。江戸幕府は、慶長１７（１６１２）
年にキリシタン禁制を打ち出し、翌年には全国的に禁教令
を布告します。この高札から、江戸幕府の厳しい宗教政策
がみてとれます。

【コラム③】 キリシタン禁制の実態

コラム
column

天和２（1682）年切支丹禁制高札（市指定文化財）

猿田彦太神（市指定文化財）

庚申塔兼道標（市指定文化財）

　
　
定
　
　
　

切
支
丹
宗
門
ハ
累
年
御
禁
制

た
り
、
自
然
不
審
成
者
有
之
ハ

可
申
出
。
御
ほ
う
び
と
し
て

　
　
ば
て
れ
ん
の
訴
人
　
　
　
銀
五
百
枚

　
　
い
る
ま
ん
の
訴
人
　
　
　
銀
三
百
枚

　
　
立
か
え
り
者
の
訴
人
　
　
同
　
断

　
　
同
宿
并
宗
門
の
訴
人
　
　
銀
百
枚

右
之
通
可
被
下
之
、
た
と
え
同
宿
宗
門

之
内
た
り
と
い
う
ど
も
訴
人
申
出

た
り
銀
百
枚
可
被
下
之
、
か
く
し
置

他
所
よ
り
あ
ら
ハ
る
る
に
お
い
て
ハ

其
所
之
名
主
并
五
人
組
一
類
共

可
処
厳
科
者
也
。
仍
如
件

　
天
和
二
年
　
五
月
一
日

右
之
通
被
　
御
出
候
付
領
内
ニ
□
□

堅
可
相
守
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
半
右
衛
門

問文化財保護課（５９４－５５６６）
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